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(57)【要約】
【課題】人物がどのような位置にいる場合でも有効な情
報表示を行うことのできる液晶表示装置を得る。
【解決手段】液晶表示部３として、視野角外の角度で見
た場合に階調反転が発生する液晶パネルを用いる。表示
制御部２は、階調反転表示に対応した画像信号を含む表
示データを液晶表示部３に送出し、液晶表示部３は、そ
の表示データを表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人物の移動によって当該人物の視線方向と表示面との相対角度が変化する位置に設置さ
れる液晶表示装置であって、
　視野角外の角度で見た場合に階調反転が発生する液晶パネルを用いた液晶表示部と、
　前記階調反転表示に対応した画像信号を含む表示データを前記液晶表示部に送出する表
示制御部とを備えた液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶表示部は、人物の移動方向と平行方向に湾曲した表示面を有することを特徴とする
請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　液晶表示部は、移動方向と平行に複数の表示面を並べて構成されたことを特徴とする請
求項１または請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　移動する人物の顔認識を行う顔認識センサと、
　前記顔認識センサの顔認識結果に基づいて、前記人物の視点位置を求めるターゲット座
標計算部とを備え、
　表示制御部は、前記ターゲット座標計算部で計算された視点位置から見た画面として、
反転領域の画像と正表示領域の画像とが同様となる表示データを送出することを特徴とす
る請求項１から請求項３のうちのいずれか１項記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　移動する人物の顔認識を行う顔認識センサと、
　前記顔認識センサの顔認識結果に基づいて、前記人物の視点位置を求めるターゲット座
標計算部とを備え、
　表示制御部は、前記ターゲット座標計算部で計算された視点位置から見た画面として、
反転領域のみ視認可能な画像を含む表示データを送出することを特徴とする請求項１から
請求項３のうちのいずれか１項記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　液晶表示部の表示面の向きを視線方向に対して変更する表示方向変更部を備えたことを
特徴とする請求項１から請求項５のうちのいずれか１項記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視野角外の角度で見た場合に階調反転が発生する液晶パネルを用い、この階
調反転を利用して視認効果の高い表示を行うようにした液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルは、その原理上、斜めから見ると明るさが減じたり、色調が反転したり、特
定の色が見えにくくなったりする。これは、液晶パネルが液晶の背面から光を出している
ためであり、正面から見た場合は正常であっても、斜め方向から見ると液晶層の厚みの分
だけ光の量が減る等、液晶層の厚み等が原因となるからである。このような、画面を見る
方向（角度）によって見え方（コントラスト比や色）が異なる性質のことを視野角特性と
呼ぶ。そして、液晶パネルは、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）と比べ、視
角依存性が大きい（視野角特性が悪い）ため、この特性が問題になる。
【０００３】
　従来、このような視角依存性を利用して、見る方向に応じて異なる表示を行うようにし
たものがあった（例えば、特許文献１参照）。この表示装置は、正面からの視点では視認
できないが、斜め方向の視点では視認できるような表示を行っていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１７６１４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の液晶表示装置では、正面からの視点では視認できない情報を
、積極的に斜めの視点を見ることによって視認できるが、これは積極的に斜めの方向から
見ない限りどこに表示が出ているかが分からないという問題があった。特に、このような
液晶表示装置を広告等の表示装置として用いることを考えた場合、方向によっては広告効
果が出ないといった状態が発生し、広告用ディスプレイとしては必ずしも有効であるとは
言えないものであった。
【０００６】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、人物がどのような位置
にいる場合でも有効な情報表示を行うことのできる液晶表示装置を得ることを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る液晶表示装置は、人物の移動によって人物の視線方向と表示面との相対
角度が変化する位置に設置される液晶表示装置であって、視野角外の角度で見た場合に階
調反転が発生する液晶パネルを用いた液晶表示部と、階調反転表示に対応した画像信号を
含む表示データを液晶表示部に送出する表示制御部とを備えたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明の液晶表示装置は、視野角外の角度で見た場合に階調反転が発生する液晶パネ
ルを用いた液晶表示部と、階調反転表示に対応した画像信号を含む表示データを液晶表示
部に送出する表示制御部とを備えたので、人物がどのような位置にいる場合でも有効な情
報表示を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明の実施の形態１による液晶表示装置を示す構成図である。
【図２】ＴＮ方式の液晶と視野角との関係を示す説明図である。
【図３】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の湾曲液晶と視野角との関係を示す
説明図である。
【図４】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の進行方向に対する凸型パネルの反
転領域の変化を示す説明図である。
【図５】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の進行方向に対する凹型パネルの反
転領域の変化を示す説明図である。
【図６】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の進行方向に対するマルチディスプ
レイの反転領域の変化を示す説明図である。
【図７】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の表示制御部の表示制御動作を示す
フローチャートである。
【図８】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の表示効果１の一例を示す説明図で
ある。
【図９】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の表示効果２の一例を示す説明図で
ある。
【図１０】この発明の実施の形態１による液晶表示装置の表示効果３の一例を示す説明図
である。
【図１１】この発明の実施の形態２による液晶表示装置の構成図である。
【図１２】この発明の実施の形態２による液晶表示装置の表示制御部の表示制御動作を示
すフローチャートである。
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【図１３】この発明の実施の形態２による液晶表示装置の効果Ａの一例を示す説明図であ
る。
【図１４】この発明の実施の形態２による液晶表示装置の効果Ｂの一例を示す説明図であ
る。
【図１５】この発明の実施の形態３による液晶表示装置の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１による液晶表示装置を示す構成図である。
　図１に示す液晶表示装置は、外部通信部１、表示制御部２、液晶表示部３を備えている
。外部通信部１は、外部より液晶表示部３における表示データとして、コンテンツデータ
や広告表示データを入力するインタフェースとしての機能を有するものである。表示制御
部２は、視野角外の角度で見た液晶の階調反転を利用して、見る方向に合わせて画像が効
果的に変化するよう入力画像を変換した表示データを液晶表示部３に送出する制御部であ
る。液晶表示部３は、湾曲した表示面を有する液晶表示装置であり、例えば、視野角の狭
いＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式の液晶を曲率半径４８０ｍｍ程度に曲げ
たものである。縦方向、横方向、どちらかが湾曲しており、また凸型の湾曲と、凹型の湾
曲がある。
【００１１】
　このように構成された液晶表示装置において、外部通信部１は通信により広告表示デー
タを得、表示制御部２に出力する。表示制御部２は、入力された広告表示データのダイナ
ミックレンジ変換を行って、階調反転しないＲＧＢ値で表示できるようにする。同時に広
告表示データを表示する枠を、階調反転するＲＧＢ値で作成し、広告と枠を画面レイアウ
トした表示データを液晶表示部３に出力する。液晶表示部３は広告と枠を表示する。液晶
表示部３は、視野角の狭いＴＮ方式の液晶を湾曲させたものであるため、見る角度によっ
て広告の枠の一部が階調反転する。
【００１２】
　例えば、広告用途、デジタルサイネージ用途のディスプレイが通路に設置される場合、
動線に正対させることは難しく、動線に対して９０度方向に設置される場合が多い。即ち
、人物の移動方向に対してパネル面が平行となるよう設置されることが多い。このとき、
ディスプレイの前を通過する人物は、視点をディスプレイの視野角外から正面を抜けて移
動させていくため、見る角度が常に変化していく。更に、液晶表示部３ではその湾曲によ
り、ある視点に対して、各画素が異なる角度を持つことになる。このため、表示制御部２
が作成した広告の枠は階調反転を繰り返して、きらめくような表示効果が得られる。通過
する人物はきらめく表示効果に気がつき、更にそれが自分の移動動作に反応していると感
じることができる。
【００１３】
　次に、液晶表示部３について説明するが、これに先立ちＴＮ方式の液晶について説明す
る。
　図２は、ＴＮ方式の液晶と視野角の説明図である。
　ＴＮ方式液晶の表示部３ａは、図面左方向から、バックライト４、ガラス５、偏光板６
、電極７、液晶分子８、電極９、偏光板１０、ガラス１１がそれぞれ配置されて構成され
ている。このように構成されたＴＮ方式液晶では、バックライト４の光はガラス５と偏光
板６を抜けて単一方向に偏光される。電極７と電極９によって電圧を加えられた液晶分子
８は旋光性を持ち、電圧ＯＦＦ状態で９０度の旋光を行い、電圧ＯＮ状態で０度の旋光を
行う。旋光された光は偏光板１０とガラス１１を抜けて表示を形成するが、偏光板１０は
偏光板６と９０度回転させた方向で構成されている。液晶分子８は電圧ＯＦＦ状態で９０
度の旋光を行うため、ＴＮ方式液晶は電圧ＯＦＦ状態で白表示、電圧ＯＮ状態で黒表示と
なる。
【００１４】
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　ここで、液晶分子８の回転が表示面に対し垂直方向であることから、特に中間調を表示
させる向きに液晶分子８を立ち上がらせた場合、見る角度によって光の抜ける量が異なっ
てしまう。この問題が起こる角度を視野角として、通常、視野角は広いほうがよいとされ
、どの方向から見てもきれいに見えることが求められている。視野角改善のためにはガラ
スに平行な電極によって液晶分子の回転する方向を表示面に平行にしたＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐ
ｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式などがあるが、本発明においては視野角性能が狭い
ことを積極的に使用する。視野角外の角度で見た階調反転を利用して、見る方向に合わせ
て映像が変化する表示装置を提供する。
【００１５】
　次に、図３を用いて湾曲液晶と視野角の関係を説明する。
　湾曲液晶パネル３０を、視野角の狭いＴＮ方式液晶で作成すると、ある視点に対して、
画素の位置によって視野角内であったり、視野角外であったりする。平面パネルである程
度距離がある場合は、液晶の全面が視野角外か、視野角内であるか切り替わることになる
が、液晶表面が湾曲している場合は視野角内のエリアと、視野角外のエリアが同時に存在
することになる。例えば、図３の例では、方向Ａでは視野角内であるが方向Ｂでは視野角
外となる。
【００１６】
　次に、図４を用いて進行方向に対する凸型パネルの反転領域の変化を説明する。
　湾曲液晶パネル３０をデジタルサイネージに適用し、通行人の進行方向と９０度の方向
に設置した場合、液晶表面が湾曲している場合は視野角内のエリアと、視野角外のエリア
が同時に存在する。
　図４（ａ）では通行人が遠くから湾曲液晶パネル３０の正面に向かって進行中である。
凸型パネルの場合は奥側が反転する。即ち、手前側が正表示領域であり、奥側が反転領域
である。この視点から見た場合、反転領域が大きいことがわかる。図４（ｂ）では通行人
が湾曲液晶パネル３０の正面近くに来ている。この視点から見た場合、反転領域が小さく
なっていることがわかる。このように、図の進行方向に歩行しながら見ると、反転領域が
進行方向に遠ざかって行くように見える。
【００１７】
　次に、図５を用いて進行方向に対する凹型パネルの反転領域の変化を説明する。
　湾曲液晶パネル３０をデジタルサイネージに適用し、通行人の進行方向と９０度の方向
に設置した場合、液晶表面が湾曲している場合は視野角内のエリアと、視野角外のエリア
が同時に存在する。
　図５（ａ）では、通行人が遠くから湾曲液晶パネル３０の正面に向かって進行中である
。凹型パネルの場合は手前側が反転する。即ち、手前側が反転領域であり、奥側が正表示
領域である。この視点から見た場合、反転領域があることがわかる。図５（ｂ）では、通
行人が湾曲液晶パネル３０の正面近くに来ている。この視点から見た場合、反転領域がな
くなっていることがわかる。このように、図の進行方向に歩行しながら見ると、手前にあ
った反転領域が消えて行くように見える。
【００１８】
　次に、図６を用いて進行方向に対するマルチディスプレイの反転領域の変化を説明する
。
　湾曲液晶パネル３０をデジタルサイネージに適用し、通行人の進行方向と９０度の方向
にマルチで設置した場合、液晶表面が湾曲している場合は視野角内のエリアと、視野角外
のエリアが同時に連続して存在する。
　図６（ａ）は凸型パネルと凹型パネルを交互に設置したマルチ湾曲液晶パネル３１の例
である。通行人が遠くからマルチ湾曲液晶パネル３１の正面に向かって進行中である。奥
側が反転する凸型パネルと、手前側が反転する凹型パネルの反転領域は連続することにな
る。同様に正表示領域も連続し、これらの領域が視点の進行に合わせて滑らかに変化する
。
【００１９】
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　図６（ｂ）は凸型パネルを連続して設置したマルチ湾曲液晶パネル３２の例である。通
行人が遠くからマルチ湾曲液晶パネル３２の正面に向かって進行中である。近いディスプ
レイでは正表示領域が大きいが、遠いディスプレイでは反転領域が大きくなっている。各
パネルの正表示領域と反転領域は視点の進行に合わせて滑らかに変化する。
【００２０】
　図６（ｃ）は凹型パネルを連続して設置したマルチ湾曲液晶パネル３３の例である。通
行人が遠くからマルチ湾曲液晶パネル３３の正面に向かって進行中である。近いディスプ
レイでは正表示領域が大きいが、遠いディスプレイでは反転領域が大きくなっている。各
パネルの正表示領域と反転領域は視点の進行に合わせて滑らかに変化する。
【００２１】
　次に、図７のフローチャートを用いて表示制御部２の動作を説明する。
　ステップＳＴ１では表示効果の種別がデータＤ１として入力されている。この種別は設
定によって不変とする場合と、ランダムに変わる場合と、表示する画像データによって自
動で変更される場合がある。
　ステップＳＴ２では、外部通信部１から画像情報データＤ２を得る。
　ステップＳＴ３では、視野角特性によって反転してしまう画素のＲＧＢ値を規定する。
即ち、ＴＮ方式の液晶ディスプレイの性能に合わせ、例えば、
・画素のＲＧＢ値において、グレーで、ＲＧＢ（２５５，２５５，２５５）から（２３０
，２３０，２３０）までＲＧＢの３つの値が同じレベルで変化する色群
・ピンクで、ＲＧＢ（２５５，２３８，２５５）からＲＧＢ（２２３，１９７，２２３）
までのＧの値が他の２つに比べて低いレベルで変化する色群
・ブルーで、ＲＧＢ（２３８，２５５，２５５）からＲＧＢ（１９７，２２３，２２３）
までのＲの値が他の２つに比べて低いレベルで変化する色群
　以上の色範囲が、視野角の内外で反転するディスプレイの場合、この色範囲を見る方向
に合わせて映像が変化する部分とする。
【００２２】
　ステップＳＴ４では、画像情報データＤ２に対し、ステップＳＴ３で規定した反転する
ＲＧＢ値の範囲を使用しないよう再サンプリングを行う。例えば、グレーで、正表示範囲
のＲＧＢ値（２２９，２２９，２２９）から（０，０，０）までの値で再サンプリングを
行う。このような再サンプリングにより、画像のダイナミックレンジがわずかに減少する
問題があるが、視認範囲を広くでき、アイキャッチ性能が向上する効果がある。
　ステップＳＴ５では例えば３つの効果のうち、ＳＴ１で入力されたデータＤ１によりひ
とつの効果を選択して画像の作成を実行する。表示効果１は、画像の枠を、中心側のＲＧ
Ｂ値（２３０，２３０，２３０）から（２５５，２５５，２５５）までのグレーのグラデ
ーションによって、外側が明るい枠として作成する。この枠は視野角外から見た場合に階
調が反転し、外側が暗い枠に見える。表示効果２では、ＲＧＢ値（２５５，２５５，２５
５）から（２３０，２３０，２３０）までのグレーのグラデーションによって、中心側が
明るい枠を表示する。この枠は視野角外から見た場合に階調が反転し、中心側が暗い枠に
見える。表示効果３では、ＲＧＢ値（２５５，２４１，２５５）から（２３０，１９７，
２３０）までのカラーのグラデーションによって白から薄いピンクへの枠を表示する。こ
の枠は視野角外から見た場合に階調が反転し、中心側が薄いブルー、外側が白に見える。
【００２３】
　ステップＳＴ６ではステップＳＴ５で得られた枠内に、ステップＳＴ４の再サンプリン
グで得られた画像情報を画面レイアウトして表示する。ステップＳＴ７ではステップＳＴ
６で得られたデータを液晶表示部３へ出力する。ステップＳＴ８で終了する。
【００２４】
　次に、図８～図１０の表示例を用いて複数方向情報表示装置の表示効果について説明す
る。
　図８（ａ）は、表示効果１を視野角内から見た図である。画像の枠を、中心側のＲＧＢ
値（２３０，２３０，２３０）から外側のＲＧＢ値（２５５，２５５，２５５）までのグ
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レーのグラデーションによって、外側が明るい枠として視認される。一方、図８（ｂ）は
、表示効果１を視野角外から見た図である。画像の枠が階調反転し、外側が暗い枠として
視認される。
【００２５】
　図９（ａ）は表示効果２を視野角内から見た図である。画像の枠を、中心側のＲＧＢ値
（２５５，２５５，２５５）から外側のＲＧＢ値（２３０，２３０，２３０）までのグレ
ーのグラデーションによって、中心側が明るい枠として視認される。一方、図９（ｂ）は
表示効果２を視野角外から見た図である。画像の枠が階調反転し、中心側が暗い枠として
視認される。
【００２６】
　図１０（ａ）は表示効果３を視野角内から見た図である。画像の枠を、中心側のＲＧＢ
値２５５，２４１，２５５）から外側のＲＧＢ値（２３０，１９７，２３０）までのカラ
ーのグラデーションによって、白い中心側から薄いピンクの外側への枠として視認される
。一方、図１０（ｂ）は表示効果３を視野角外から見た図である。画像の枠が階調反転し
、中心側が薄いブルー、外側が白の枠として視認される。
　なお、図８～図１０は平面ディスプレイで表示した例である。湾曲液晶パネル３０を使
用する場合、正表示領域と反転表示領域が滑らかに変化して同時に視認される。
【００２７】
　以上のように、実施の形態１の液晶表示装置によれば、人物の移動によって人物の視線
方向と表示面との相対角度が変化する位置に設置される液晶表示装置であって、視野角外
の角度で見た場合に階調反転が発生する液晶パネルを用いた液晶表示部と、階調反転表示
に対応した画像信号を含む表示データを液晶表示部に送出する表示制御部とを備えたので
、人物がどのような位置にいる場合でも、広い方向に対してアイキャッチ効果が高い情報
表示を行うことができる。
【００２８】
　また、実施の形態１の液晶表示装置によれば、液晶表示部は、人物の移動方向と平行方
向に湾曲した表示面を有するので、１度に視野角内の表示と視野角外の表示を同時に見る
ことができ、しかも、視野角内の領域と視野角外の領域が移動に合わせて滑らかに切り替
わるような表示とすることができる。
【００２９】
　また、実施の形態１の液晶表示装置によれば、液晶表示部を移動方向と平行に複数の表
示面を並べて構成するようにしたので、１度に視野角内の表示と視野角外の表示を連続し
て複数同時に見ることができ、しかも、視野角内の領域と視野角外の複数の領域が、移動
に合わせて滑らかに複数回切り替わりを繰り返すようなアイキャッチ効果が高い表示とす
ることができる。
【００３０】
実施の形態２．
　実施の形態２は、液晶表示装置の前を通過する人物の視点位置に対応して表示データを
変更するようにしたものである。
　図１１は、実施の形態２の液晶表示装置の構成図である。
　実施の形態２の液晶表示装置は、外部通信部１、表示制御部２ａ、液晶表示部３、顔認
識画像センサ１２、ターゲット座標計算部１３を備えている。ここで、外部通信部１及び
液晶表示部３については実施の形態１と同様であるため、その説明は省略する。顔認識画
像センサ１２は、カメラ画像の中から人物の顔を判別し、画像中での顔の大きさと座標値
を出力するセンサである。ターゲット座標計算部１３は、顔認識画像センサ１２から得る
顔の大きさと座標値から、液晶表示部３に対する座標値を計算する。また、表示制御部２
ａは、ターゲット座標計算部１３から得るターゲット座標、即ち視点の座標と、湾曲液晶
の曲率半径、縦横サイズ、解像度、設置座標からディスプレイの中の反転エリアを計算し
、この反転エリアの中に表示される広告表示データの中で、階調反転する画素を抽出する
よう構成されている。また、表示制御部２ａは、抽出した画素に対し、反転して見えても
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、正常表示範囲の映像とつながるように予め逆変換する処理を行う。または、抽出した画
素に対し、反転した場合に見える情報を書き込む処理を行う。例えば抽出した画素が３２
ｄｏｔ×３２ｄｏｔ程度の領域を形成している場合、ここに文字を書き込み、正面からは
見えないが視野角外から視認可能な文字が表示するといったことが可能である。
【００３１】
　次に図１２のフローチャートを用いて、実施の形態２における表示制御部２ａの動作を
説明する。
　ステップＳＴ１では、表示制御部２ａへの入力データＤ１として、湾曲液晶の曲率半径
、縦横サイズ、縦横解像度、湾曲させる前の平面時の視野角、指定表示効果（正常表示範
囲とつながるようにする効果、反転した場合に別の情報が見える効果）が入力される。ス
テップＳＴ２では外部通信部１から画像情報データＤ２を得る。
【００３２】
　ステップＳＴ９はターゲット座標、即ち、液晶表示装置の前を通過する人物の視点の座
標をターゲット座標計算部１３から得る。ステップＳＴ１０では、ステップＳＴ９から入
力される通行人の視点の座標と、ステップＳＴ１から得られる液晶表示部３の曲率半径、
縦横サイズ、解像度、設置座標から、液晶表示部３の中の反転エリアを計算する。
　ステップＳＴ１１では、反転エリアの中に表示される画像情報データＤ２の中で、階調
反転するＲＧＢ値を持つ画素を抽出する。
【００３３】
　ステップＳＴ１２では、ステップＳＴ１から得られる指定表示効果の種別に従い、例え
ば効果Ａの場合は抽出した画素に対し、反転して見えても、正常表示範囲の映像とつなが
るように予め逆変換する処理を行う。または、例えば効果Ｂの場合は、抽出した画素に対
し、反転した場合に見える情報を書き込む処理を行う。例えば、抽出した画素が３２ｄｏ
ｔ×３２ｄｏｔ程度の領域を形成している場合、ここに文字を書き込み、正面からは見え
ないが、視野角外から視認可能な文字が表示できる。ステップＳＴ８では以上のように作
成した画像データを液晶表示部３に出力して終了する。このような処理を、顔認識画像セ
ンサ１２において、画像から顔を認識している、即ち、人物検知している状態の間は繰り
返し行う。この場合、ステップＳＴ９～ステップＳＴ１２の処理を繰り返すことになる。
【００３４】
　図１３は、効果Ａを示す説明図である。
　図中の（ａ）に示すように、人物が歩行中である場合は、枠領域は反転表示が行われる
ような表示データとする。これにより歩行に合わせてチラチラと反転してアイキャッチす
る。そして、図中の（ｂ）に示すように、人物が立ち止まってディスプレイを見たタイミ
ングで効果Ａを用い、視野角によってばらばらだった表示が、連続した一つのフレームと
して見えるようにする。尚、効果Ａを適用するタイミングは、例えば、ターゲット座標計
算部１３からの座標値が一定時間同一であった場合に人物が立ち止まってディスプレイを
見ていると判断する。
【００３５】
　図１４は、効果Ｂを示す説明図である。
　効果Ｂとして、例えば、白：ＲＧＢ（２５５，２５５，２５５）の領域に薄いピンク：
ＲＧＢ（２４８，２３６，２４８）で文字を書き込む。これにより、図中の（ａ）に示す
ように視野角内では目立たない文字が、（ｂ）に示すように視野角外では、黒地に薄い青
で文字が浮かび上がるような表示となる。
【００３６】
　以上のように、実施の形態２の液晶表示装置によれば、移動する人物の顔認識を行う顔
認識センサと、顔認識センサの顔認識結果に基づいて、人物の視点位置を求めるターゲッ
ト座標計算部とを備え、表示制御部は、ターゲット座標計算部で計算された視点位置から
見た画面として、反転領域の画像と正表示領域の画像とが同様となる表示データを送出す
るようにしたので、アイキャッチ効果が高い情報表示を行うことができる。
【００３７】
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　また、実施の形態２の液晶表示装置によれば、移動する人物の顔認識を行う顔認識セン
サと、顔認識センサの顔認識結果に基づいて、人物の視点位置を求めるターゲット座標計
算部とを備え、表示制御部は、ターゲット座標計算部で計算された視点位置から見た画面
として、反転領域のみ視認可能な画像を含む表示データを送出するようにしたので、アイ
キャッチ効果が高い情報表示を行うことができる。
【００３８】
実施の形態３．
　実施の形態３は、液晶表示部３の向きを可変としたものである。
　図１５は、実施の形態３の液晶表示装置の説明図である。
　実施の形態３の液晶表示装置では、表示方向変更部１４を備えている。この表示方向変
更部１４は、モータ等からなり、液晶表示部３における湾曲液晶パネル３０の向きを変更
する機能を有している。尚、これ以外の構成は実施の形態１または実施の形態２と同様で
あるため、その他の構成は図示省略している。
【００３９】
　このように構成された液晶表示装置では、図中（ａ）に示すように、湾曲液晶パネル３
０が止まっている人物１００に対して左に回転した場合は左端部が反転領域となる。また
、止まっている人物１００に対して右に回転した場合は右端部が反転領域となる。このよ
うな構成により、止まっている人物１００に対しても視野角による階調反転効果を見せる
ことができる。尚、実施の形態３において、実施の形態２を適用した場合、表示制御部２
ａは、表示方向変更部１４による湾曲液晶パネル３０の表示方向を考慮して反転領域と正
表示領域とを計算する。
【００４０】
　以上のように、実施の形態３の液晶表示装置によれば、液晶表示部の表示面の向きを視
線方向に対して変更する表示方向変更部を備えたので、例えば、止まっている人物に対し
ても同様にカラーバランスを変えるなど表示を変化させることができ、アイキャッチ効果
が高い情報表示を行うことができる。
【符号の説明】
【００４１】
　１　外部通信部、２，２ａ　表示制御部、３　液晶表示部、１２　顔認識画像センサ、
１３　ターゲット座標計算部、１４　表示方向変更部、３０　湾曲液晶パネル、３１，３
２，３３　マルチ湾曲液晶パネル。
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